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埋め込み型導波路のコア位置が屈曲損に及ぼす影響の一考察






A technique for reducing pure bend loss in a buried dielectric waveguide is discussed using the
imaginary-distance beam-propagation method. It is numerically shown that only the adjustment
of a core location enables us to reduce the bend losses. The reason why a proper location of
the core oers minimum bend losses regardless of a bending radius is explained in terms of the
generation and suppression of a leaky wave.





















であり，コアとクラッドの屈折率をそれぞれ nco = 1:4675，
ncl = 1:46とする．コア幅を 2x = 2y = 6:0 mとする．
コアと空気層までの距離を dair とし，可変とする．屈曲半径












































 = 0.0 µm
 
Field amplitude (a.u.)
図 2 界分布 jHxj（R =1）
次に，屈曲導波路（R = 7 mm）の界分布を考察する．





能である．図 3(c)は，dair = 3:0 mで空気層に相当する領
域（y > 6 m）における (a)の界を逆位相にし，空気層－
クラッド層境界（y = 6 m）を対称軸として折り返した界
を示している．(a)の y < 6 mにおける界のみを抽出した
後に (c)の界を加算すると，(d)に示す界を得る．(b)と (d)
は類似しており，dair = 3:0 mで基板側への界の広がりは，
dair = 1 の場合と等価となる．注目すべきは，(c) の界を
(a)の界に加算する際に，境界近傍の漏れ波が打ち消される



























































解して算出する．図 4 に，分解された純粋屈曲損を dair に
対して示す．予想通り，分解された屈曲損は相反する傾向を
示し，総合的な屈曲損 (Total)が最小となる，コアの最適位
















































図 4 純粋屈曲損（R = 7 mm）
る傾向を示し，コアの深さに最適値が存在することを示した．
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